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【背景・目的】近年，高感度・高空間分解能な室温動作型磁場センサとしてダイヤモンド中の欠

陥構造である窒素空孔中心（NV中心）が注目されている[1]．NV中心は光励起により室温で安定

に発光し，発光強度が電子スピン状態に依存するため，マイクロ波（MW）を照射しながら発光

強度を測定すると電子スピン共鳴が検出される（光検出磁気共鳴 ; ODMR）．特に光や MWをパ

ルス化したパルス ODMRは，NV中心の物性測定や磁場センサへの応用上必要不可欠である．し

かし，NV 中心集合体とカメラを用いた磁場イメージングでは，光や MWの広範囲均一照射や，

数 kHzで動作するカメラと数十から数百 kHzの速さで繰り返すパルス列の同期が難しいなど問題

点が多く，報告は未だ少ない．これまでに我々はMWの広範囲均一照射が可能なアンテナを開発

し，光や MW の連続照射による ODMR イメージングに成功している[2,3]．本研究ではさらにパ

ルス ODMRイメージングを行い，NV中心電子スピンのラビ振動，ラムゼイ干渉，スピンエコー

などを観測したので報告する． 

【実験方法】サンプル上における励起光（波長 532 nm）のビーム径を拡大することで，82 × 82 

mの広視野を得た．NV中心の発光を EMCCDにより検出し，マイクロ波の照射には，二次元ル

ープ型アンテナを使用した[2]．ラビ振動測定・ラムゼイ干渉測定・スピンエコー測定の各パルス

列を，カメラの露光時間中に数千回程度繰り返した（図 2(a)）．サンプルには，平坦なダイヤモン

ド基板上に NV中心集合体を含む層を 2 m成長させたものを使用した． 

【実験結果】図 1(a)に CW-ODMRスペクトルを示す．2.6524 GHzで電子スピン共鳴を起こす NV

中心に対してラビ振動を測定し，電子スピン状態を反転させる MW の照射時間を決定した（図 

1(b)）．その後ラムゼイ干渉測定を行った結果，2.2 MHz の振動を確認した（図 2(b)）．これは，

NV 中心と 14
N の超微細相互作用分裂に一致する（図 1(a)挿入図）．本発表ではさらに，スピンエ

コー測定などその他のパルス ODMRの測定結果についても報告する． 
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図 1 (a) ODMRスペクトル 

(b) ラビ振動測定結果 
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図 2 (a) ラムゼイ干渉測定パルス列 

(b) ラムゼイ干渉測定結果 
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